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新潟市 災害情報伝達一元化システム

にいがた防災メール連携Ｉ／Ｆ仕様書

新潟市

危機管理防災局危機対策課
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1. 概要 

にいがた防災メールに対する連携指示は、災害情報伝達一元化システムからＳＭＴ

Ｐ通信で、メール送信にて実施する。 

災害情報伝達一元化

システム

ＳＭＴＰ通信

にいがた防災メール
システム

To :  [エリアカテゴリ毎のアドレス]
Subject :  訓練情報
-------------------------------
これは試験配信です。

エリアカテゴリ毎に別メールアドレス
宛にメールを配信します。

インフォメーションＩＤ（同じ情報内容を
認識するためのＩＤ）をメールヘッダの
Commentsに付加します。

発出情報
ドメイン名： kinkyu-city.niigata.jp
ＩＰアドレス： 180.37.185.107

【※注意】ＤＮＳ逆引き時には下記となる
ＩＰアドレス： 180.37.185.107
ドメイン名： 15qge1v.securesites.net
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2. I/F 仕様 

I/F 連携用のメールフォーマットにて、利用する各要素は以下の表の通りとする。 

表 2.1 メール要素の設定内容

要素 内容 設定内容

コメント

[Comments] 

災害情報一元化システ

ムにおける同じ情報内

容を認識するためのＩ

Ｄ 

MSG_INFO_ID=“ＸＸ”    

※ＸＸは 1～2147483647 までの数値 

設定例） Comments:MSG_INFO_ID=“1234” 

送信元[From] 災害情報一元化システ

ムのドメイン内におけ

るメールアカウント 

Ｆｒｏｍアドレスが設定される 

NDI000@kinkyu-city.niigata.jp

送信先[To] 防災メールシステムの

メールアドレス（メー

ルアドレスはエリアカ

テゴリと１対１対応）

対象のエリアカテゴリ宛のアドレスが設定

される 

※表 2.2 参照 

題目[Subject] タイトル（題目）を設

定 

配信時の題目が設定される 

最大文字数：１５文字 

※半角カナ、機種依存文字、特殊文字は禁則

文字とする。

本文[Body] 内容（本文）を設定 配信時の本文が設定される 

最大文字数：制限なし 

※半角カナ、機種依存文字、特殊文字は禁則

文字とする。

その他 禁則文字(JIS X 0213) 半角カナ（00A0～00FF）、機種依存文字（2921

～2F7E）、特殊文字（7521～7E7E,7F21～927E）

≪図 2.1～2.6 参照≫ 

【禁則文字については、災害情報伝達一元化

システム側からは JIS 0x2D21～2D6F につい

ては文字を置換し、それ以外については文字

消去して送信するように制御する】 
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禁則文字は以下の通り。

図 2.1 禁則文字（１／６）

半角カナ（00A0～00FF）
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図 2.2  禁則文字（２／６）

機種依存文字（2921～2C7E）
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図 2.3 禁則文字（３／６）

機種依存文字（2D21～2F7E）
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図 2.4 禁則文字（４／６）

特殊文字（7521～797E）
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図 2.5 禁則文字（５／６）

特殊文字（7A21～7E7E）
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図 2.6 禁則文字（６／６）

特殊文字（7F21～927E）

７Ｆ２１～９２７Ｅについては外
字エリア（ユーザ定義文字領
域）のため特定の文字表記を
できない。
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エリアカテゴリごとの配信先メールドレスを下表に示す。

表 2.2 エリアカテゴリごとの配信先メールアドレス

Ｎｏ カテゴリグループ エリアカテゴリ 宛先アドレス

1 01.市民向け 10.にいがた防

災メール 

（指定のメールアドレス※） 

2 03.河川別 30.信濃川 （指定のメールアドレス※） 

3 31.阿賀野川 （指定のメールアドレス※）

4 32.大河津分水 （指定のメールアドレス※）

5 38.中ノ口川 （指定のメールアドレス※） 

6 07.防災関係機関 71.FM 新潟 （指定のメールアドレス※） 

7 72.FM 新津 （指定のメールアドレス※）

8 73.Yahoo （指定のメールアドレス※）

9 08.区防災メール 81.北区 （指定のメールアドレス※） 

10 82.東区 （指定のメールアドレス※） 

11 83.中央区 （指定のメールアドレス※）

12 84.江南区 （指定のメールアドレス※） 

13 85.秋葉区 （指定のメールアドレス※） 

14 86.南区 （指定のメールアドレス※） 

15 87.西区 （指定のメールアドレス※）

16 88.西蒲区 （指定のメールアドレス※）

※「新潟市防災情報配信メールシステム」の構築業者から提示されたもの 
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Ｎｏ カテゴリグループ エリアカテゴリ 宛先アドレス

17 0A.土砂災害格子 A1.ハ－14 （指定のメールアドレス※） 

18 A2.ハ－15 （指定のメールアドレス※） 

19 A3.ハ－16 （指定のメールアドレス※）

20 A4.ハ－18 （指定のメールアドレス※）

21 A5.ノ－14 （指定のメールアドレス※） 

22 A6.ノ－15 （指定のメールアドレス※） 

23 A7.ノ－16 （指定のメールアドレス※）

24 A8.ノ－17 （指定のメールアドレス※）

25 A9.ノ－18 （指定のメールアドレス※） 

26 B0.ノ－19 （指定のメールアドレス※） 

27 B1.ネ－14 （指定のメールアドレス※）

28 B2.ネ－15 （指定のメールアドレス※）

29 B3.ネ－16 （指定のメールアドレス※） 

30 B4.ネ－17 （指定のメールアドレス※） 

31 B5.ネ－18 （指定のメールアドレス※）

32 B6.ネ－19 （指定のメールアドレス※）

33 B7.ヌ－15 （指定のメールアドレス※） 

34 B8.ヌ－16 （指定のメールアドレス※） 

35 B9.ヌ－17 （指定のメールアドレス※） 

36 C0.ヌ－18 （指定のメールアドレス※）

37 C1.ヌ－19 （指定のメールアドレス※）

※「新潟市防災情報配信メールシステム」の構築業者から提示されたもの 
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Ｎｏ カテゴリグループ エリアカテゴリ 宛先アドレス

38 0A.土砂災害格子 C2.ヌ－20 （指定のメールアドレス※） 

39 C3.二－15 （指定のメールアドレス※） 

40 C4.二－16 （指定のメールアドレス※）

41 C5.二－17 （指定のメールアドレス※）

42 C6.二－18 （指定のメールアドレス※） 

43 C7.二－19 （指定のメールアドレス※） 

44 C8.二－20 （指定のメールアドレス※）

45 C9.ナ－16 （指定のメールアドレス※）

46 D0.ナ－17 （指定のメールアドレス※） 

47 D1.ナ－18 （指定のメールアドレス※） 

48 D2.ナ－19 （指定のメールアドレス※）

49 D3.ト－17 （指定のメールアドレス※）

50 D4.ト－18 （指定のメールアドレス※） 

51 D5.ト－19 （指定のメールアドレス※） 

52 D6.テ－18 （指定のメールアドレス※） 

53 D7.テ－19 （指定のメールアドレス※） 

54 0E.津波災害 E1.ハザードエ

リア 

（指定のメールアドレス※）

55 E2.特別警戒区

域 

（指定のメールアドレス※）

※「新潟市防災情報配信メールシステム」の構築業者から提示されたもの 
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3. にいがた防災メールシステム側処理 

3.1. 概要 

にいがた防災メール配信システム側の処理概要を以下に示す。

以下の配信要求登録プログラムとメール配信プログラムを作成し、複数カテゴリに

属するメールアドレスへの重複排除を行う。

① 配信要求登録プログラム

項目 内容

起動タイミング メール配信プログラム終了時にプログラムを起動。 

処理タイミング 新潟市伝達一元化システムからにいがた防災メールへの配信要求

メール受信時（宛先アドレスで判断）に処理を実行。 

処理内容 配信要求メールをデータベースに登録する。 

処理詳細 データベースへの登録情報はインフォメーション ID、カテゴリ情

報、メール件名、メール本文、その他（登録時刻等）とし、イン

フォメーション ID及びカテゴリ情報をプライマリーキーとして

設定する。 

② メール配信プログラム

項目 内容

起動タイミング 1分毎にプログラムを起動。 

処理タイミング データベースに未処理の配信要求があれば処理を実行。ない場合

は終了。 

処理対象 データベースに登録された未処理の配信要求に対し、処理を実行。

処理単位 配信要求 1件ごとに処理を実行。 

処理内容 カテゴリ情報に紐づく宛先に対してメール件名、メール本文を送

信する。 

処理詳細 処理済みの配信要求情報に同じインフォメーションIDが存在する

場合、そのカテゴリに紐づく配信済みの宛先には送信しない。 
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表 3.1 処理イメージ

時刻 イベント 防災メールの処理

1:00 メール配信プログラム起動 ⇒ 配信対象なし 

メール受信 ⇒ アドレス：

bousai-1@xxx.co.jp、MSG_INFO_ID：1 

配信要求登録プラグラム起動 

 ⇒ MSG_INFO_ID：1、カテゴリ Aを登録 

メール受信 ⇒ アドレス：

bousai-2@xxx.co.jp、MSG_INFO_ID：1 

配信要求登録プログラム起動 

 ⇒ MSG_INFO_ID：1、カテゴリ Bを登録 

メール受信 ⇒ アドレス：

bousai-1@xxx.co.jp、MSG_INFO_ID：2 

配信要求登録プログラム起動 

 ⇒ MSG_INFO_ID：2、カテゴリ Aを登録 

1:01 メール配信プログラム起動 

1.カテゴリ A の宛先に対して MSG_INFO_ID：1 の内容を

送信 

2.カテゴリ B の宛先に対して MSG_INFO_ID：1 の内容を

送信（カテゴリ Aに紐づく宛先には送信しない） 

3.カテゴリ A に宛先に対して MSG_INFO_ID：2 の内容を

送信 

メール受信 ⇒ アドレス：

bousai-3@xxx.co.jp、MSG_INFO_ID：1 

配信要求登録プログラム起動 

 ⇒ MSG_INFO_ID：1、カテゴリ Cを登録 

メール受信 ⇒ アドレス：

bousai-2@xxx.co.jp、MSG_INFO_ID：2 

配信要求登録プログラム起動 

 ⇒ MSG_INFO_ID：2、カテゴリ Bを登録 

1:02 メール配信プログラム起動 

1.カテゴリ C の宛先に対して MSG_INFO_ID：1 の内容を

送信（カテゴリ A、Bに紐づく宛先には送信しない） 

2.カテゴリ B の宛先に対して MSG_INFO_ID：2 の内容を

送信（カテゴリ Aに紐づく宛先には送信しない） 

表 3.2 カテゴリ情報とメールアドレスの関係

カテゴリ メールアドレス

A bousai-1@xxx.co.jp

B bousai-2@xxx.co.jp

C bousai-3@xxx.co.jp
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3.2. その他 

にいがた防災メールシステム側のその他の処理項目を以下に示す。 

項目 内容

配信履歴の管理方

法 

本システム連携に関する情報配信の履歴は伝達一元化システ

ム側の配信履歴として管理する。 

インフォメーショ

ンID毎の配信履歴

情報の削除 

配信履歴情報は、24時間システムとして保持、24時間経過後

に削除する。 


